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【資料２】

国内（県内）における自転車保有台数

○ 【全国】 我が国の自転車保有台数は、約7,000万台（約２人に１台）

2000年代に入ってからは横ばいで推移し、乗用車の保有台数と同程度となっている。

○ 【山形県】自転車保有世帯の割合：全国第3位（77.9%）、１世帯当たりの自転車平均保有台数：全国第2位（1.53台）

【全国】 【山形県（H30）】

出典：山形県自転車活用推進計画
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国内における車種別販売台数の推移

○ Ｈ１8(2006)～Ｈ２３(2011）にかけて、スポーツ車（ロードバイク等）の販売台数が増加した。

○ 近年、自転車をスポーツ・レジャーとしてライフスタイルに取り入れる人が増えつつある中、その流れがコロナ禍

で加速、ポストコロナの観光復活に向けて、「サイクルツーリズム」にも期待が高まっている。

←スポーツ車

（スポーツ車）

H19 H23

出典：北海道（サイクルツーリズムを取り巻く環境）
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訪日外国人観光客の増加・サイクリングを楽しむ外国人

○ コロナ禍前の2019年には、訪日外国人が3,000万人を超え、2013年に比べると３倍に増加

○ 外国人のサイクリストをターゲットとした「しまなみ海道」では、宿泊者が増加。 北海道でも受入事例あり。

３倍に増加

コロナ禍
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出典：国土交通省（自転車活用推進について）

○ 自転車を活用した観光振興の方策として、 地域特有の道路環境を走って楽しんだり、

地域独自の観光資源や魅力等を楽しむことを促す 「サイクルツーリズム」 の取り組みが効果的。

○ そのためには、走行環境確保や拠点・受入環境確保、魅力づくり、情報発信等を、官民が連携

しながら進めることが重要。

走行環境確保 拠点・受入環境確保 情報発信

＜多言語化した自転車マップ※1＞
魅力づくり

＜組織・体制の構築※1＞ ＜地域特有の体験型観光※2＞

【資料】
※1：しまなみジャパン
※2：SATOYAMA EXPERIENCE

中国語
韓国語

日本語
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⇒ ７年では５倍に増加

出典：広島県HP
（令和２年度国の予算編成に向けた
提案（令和元年１０月））

国外からの観光客が、令和元年度には、34万人となり、７年前
と比較して５倍に増加

５倍に増加

現在では、『ナショナルサイクルルート』に指定
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現在では、『ナショナルサイクルルート』に指定

現在では、『ナショナルサイクルルート』に指定
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○ 国では、先進的なサイクリング環境の整備を目指すモデルルートを設定し、官民の関係者
等で構成される協議会において、走行環境整備、受入環境整備、魅力づくり、情報発信を行
うなど、官民が連携して世界に誇るサイクリングロードの整備を図る。

○ 令和４年度末時点で７７ルートが国のモデルルートに設定されており、東北のモデルルート
は３ルートとなっています。 【東北】宮城県：１ルート、福島県：２ルート
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サイクルツーリズムの推進 モデルルート
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○ サイクルツーリズムの推進により、日本における新たな観光価値を

創造し、地域の創生を図るため、ソフト・ハード両面から一定の水準

を満たすルートを国が指定することで、日本を代表し、世界に誇りう

るサイクリングルートとして国内外にＰＲを行い、サイクルツーリズム

を強力に推進していくものです。

8出典：国土交通省


